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『Guinness World Records』）を出版したことから始
まった。
　1955 年の初版はイギリスでベストセラーとなり，
2004 年には世界売上総数 1 億冊を超えた。日本で
も『ギネス世界記録』として親しまれている。

◆ハロウィン（Halloween）
　毎年，仮装などで盛り上がり，今や日本でも秋の
風物詩となっている。この行事は，アイルランドや
スコットランドの文化と深い関わりがある。
　10 月 31 日のハロウィン（Halloween）は，11 月
1 日の “「万聖節（All Hallows）」（現在は「諸聖人
の日」と言われる）の前夜祭（Hallows Eve）” で，
紀元前 5 世紀頃にケルト人が行っていた祝祭（サ
ウィン（Samhain）= “夏の終わり” を意味するお祭り）
に由来すると言われる。
　古代ケルトでは，10 月 31日は夏と冬の境目で現
世と来世の境界があいまいになるため，死者の魂が
戻ってくると考えられていた。死者の魂は妖精や悪
魔などの姿をしていると考えられていたので，現世
の人々は死者の魂に気づかれないように自分自身も
仮装をしたとされる。これがハロウィンの仮装習慣
の始まりとされている。
　子どもたちが仮装して近所の家を 1 軒ずつ訪ね，
Trick or treat! と言ってお菓子をねだる風習は，
1930年代にアメリ
カで広まった。諸
説あるが，古代ケ
ルト民族が悪霊払
いのために供え物
をしていたことに
由来するともされ
ており，仮装した子どもたちにお菓子をあげて悪霊
払いをする習わしが今の形になったとされている。
　ハロウィンのシンボルであるお化けカボチャ 

「ジャック・オー・ランタン（jack-o’-lantern）」は，
カボチャをくり抜いて作るランタンで，悪霊を遠
ざけつつ，亡くなった家族や友人など大切な人た
ちの霊が迷わないように，「道しるべ」のような役
割も担っている。もともとは野菜のカブをくり抜
いて作られたとされているが，アイルランド系移
民によってハロウィンが伝わったときに，アメリ
カで手に入りやすい「カボチャ」が使われるよう
になった。

◉アイルランド系の文化
　キャンベル氏のルーツであるアイルランドの文化
が，アメリカ合衆国やその他の国々に及ぼした影響
のうち，有名なものをいくつか挙げる。

◆ 聖パトリックの祝日［セントパトリックスデー］
 （St. Patrick’s Day）
　5 世紀にアイルランドにキリスト教を伝えた，聖
パトリックの命日である 3 月 17 日を指す祝祭日。
1903 年よりアイルランドの正式な祝日となった。
聖パトリックが，キリスト教の教えである「三位一
体」を説明するのに使ったという緑色のシャムロッ

ク（三つ葉の
クローバー）
は，アイルラン
ドの国花。セ
ントパトリッ
クスデーでは，
緑色の服を着

たり，シャムロックを服に付けたりしながら祝うのが
習わしとなっている。アメリカ合衆国の学校でも，
子どもたちは緑色の洋服を着たり，緑色のものを身
に着けたりして登校する。
　現在の巨大なパレードは，1762 年 3 月 17 日に，
アイルランド人兵隊たちがニューヨークの街を行進
したのがきっかけである。それ以来，ニューヨーク
では毎年セントパトリックスデーの盛大なパレード
が行われている。日本では，1992 年に初めて「セ
ントパトリックスデーパレード東京」が，表参道で
行われた。

◆ ギネスビール（Guinness beers）と
 ギネス世界記録（Guinness World Records）
　ギネスは，1759 年にアイルランドの首都ダブリン
でアーサー・ギネスが創業したビール醸造会社。こ
こで醸造され始めた黒ビールがギネス，あるいはギ
ネスビールとして広く知られている。
　また，ギネス世界記録は，1951 年に当時ギネス
の最高経営責任者だったヒュー・ビーバーが狩りに
出かけたときに「ヨーロッパでもっとも速く飛ぶ狩
猟鳥はどれか？」と仲間と議論したことから，そう
した疑問に答える本を出せば人気が出るのでは，と

『The Guinness Book of Records』（2000年版より
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◉ロバート・キャンベル
 （Robert Campbell）
　1957 年ニューヨーク市生まれ

（アイルランド系アメリカ人）。日
本文学研究者で，早稲田大学特
命教授，国文学研究資料館前館
長。近世・近代日本文学が専門で，特に19世紀（江
戸後期～明治前半）の漢文学，および漢文学と関連
の深い文芸ジャンル，芸術，メディア，思想などに関
心を寄せている。テレビで MC やニュース・コメン
テーター等を務める一方，新聞雑誌連載，書評，ラジ
オ番組企画・出演など，さまざまなメディアで活躍中。

◉年譜

1957年 ニューヨーク市にアイルランド系アメリカ
人として生まれる

1981年 カリフォルニア大学バークレー校卒業
（B.A. 取得）

1984年 ハーバード大学大学院東アジア言語文化学
科修士課程修了（M.A. 取得）

1985年 九州大学文学部研究生として来日

1987年 九州大学文学部専任講師就任（国語国文学
研究室）

1992年 ハーバード大学大学院東アジア言語文化学
科博士課程修了（Ph.D. 取得）

1995～
2000年 国立・国文学研究資料館助教授

2000年

東京大学大学院総合文化研究科助教授に就
任（比較文学比較文化コース〔大学院〕，
学際日本文化論〔教養学部後期課程〕，国文・
漢文学部会（同学部前期課程）担当）

2007年 東京大学大学院総合文化研究科教授に就任

2017年 国文学研究資料館館長に就任

◉社会活動

2012年
～現在

公益財団法人鎮守の森のプロジェクト
（旧称：瓦礫を活かす森の長城プロジェク
ト）理事

2013年 外務省：海外における日本語の普及促進
に関する有識者懇談会

2014～
2015年

国土交通省国土地理院：外国人にわかり
やすい地図表現検討会委員

2014～
2017年

文部科学省：中央教育審議会初等中等教
育分科会教育課程部会教育課程企画特別
部会委員

2015～
2017年

文部科学省：中央教育審議会初等中等教
育分科会教育課程部会言語能力の向上に
関する特別チーム主査代理

2016年
～現在

文化庁：文化芸術立国実現に向けて文化
庁長官アドバイザリーメンバー
環境省：国立公園満喫プロジェクト有識者
会議検討委員
日米文化教育交流会議（The US-Japan 
Conference on Cultural and Educational 
Interchange：通称カルコン CULCON）日
本語教育分科会（JLEC）委員

2017年
～現在

国文学研究資料館長（～2020年）
文部科学省：中央教育審議会教育課程部
会委員
九州大学経営協議会委員，九州大学グロー
バル化アドバイザリーメンバー，東京国立
博物館評議員会評議員，東京芸術文化評
議会評議員

◉家族
　キャンベル氏が幼いころ，住んでいたアパートの
隣に母方の祖父母が引っ越してきた。彼らはアイル
ランドの農村から渡ってきた移民で，祖父はニュー
ヨークの地下鉄の運転士，祖母はコンサーティーナ

（アコーディオンに似た楽器）の名手だった。
　このころ暮らしていたブロンクス地区（現在のヤ
ンキー・スタジアムがある場所）にはアイルランド
人のコミュニティーがあり，親戚も周りに住んでい
たそうだ。母と2 人暮らしでも，キャンベル氏は「寂
しい思いをしなかった」と語っている。
　13 歳のとき，母親が再婚してイギリスへ移り，そ
のあと教科書の “玉ねぎエピソード” の舞台，フラ
ンスで 1 年ほど過ごす。このとき，母親と一緒にフ
ランス語学校へ通って，日常会話ができるほどフラ
ンス語を習得したそうだ。また，アメリカへ帰国後
は，母親と写真や陶芸の教室に通っていた。
　キャンベル氏は「母は，体の一部同然だった」と
語るほど，母親の存在は大きかったようだ。
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◉キャンベル氏が語る “hatch”
　Chapter 1 で，キャンベル
氏はこの教科書を学んでい
る生徒に向けて，「それぞれ
の “hatch” を見つけるために
好き嫌いせず，たくさんの
ことにチャレンジしてほし
い」と言っている。
　キャンベル氏にとっての
“hatch” は，「フランス語と
日本語」。新しい世界への一歩を踏み出すきっかけ
となったものである。それを開けたことで日本文学
の研究者への道もひらけたと語っている。
　2011 年の東日本大震災後，被災児童支援のため
に立ち上げられた『子どもの村東北』という団体が
ある。キャンベル氏は，この団体へのメッセージで

「問題を抱えた子どもの “hatch” になれたら」と，こ
こでも “hatch” という言葉を用いている。また，彼
は幼少期，住んでいたアパートの非常階段で本を読
んだり音楽を聴いたりすると気持ちが落ち着いたら
しい。そこが，当時の彼にとっての “hatch” だった。

「震災児童たちにとって，この団体が “hatch”（＝心
落ち着く場所）だと感じてほしい」と思いを語って
いた。
　教科書では，You will ask yourself, “What do I 
want to study? What do I want to pursue as my 
career?” と問いかけ，To grasp your chance, don’t 
say, “I don’t like this. I don’t like that.” とアドバイ
スしている。右のインタビューでは，彼が 10 代の
ときに学びにどう向き合ったか語られている。
　彼が大切にしている “hatch”。これらキャンベル
氏の発言などに触れ．これからこの教科書を学んで
いくみなさんがそれぞれの “hatch” を見つけてほし
い。

◉キャンベル氏のブログより
　キャンベル氏の，日本語に対する豊かな感性が表
れているエッセイを以下に紹介する。

零
こぼ
れものをひとつひとつ 丁寧に拾っていけば

　刃こぼれという言葉が好きである。包丁が硬いも
のに当たって欠け落ちてしまうこと。

～中略～

　刃こぼれの「こぼれ」は漢字で書くと「毀れ」に
なる。その親戚に，もう一個の「零れ」というのがあっ
て，これはゆるい液体が電車の網棚から頭上にぽた
ぽた落ちてくる，というような感覚だろうか。容器
の内側に収まりきらずに外にあふれてしまう。いい
例は涙である。「源氏物語」の昔でも「忍ぶれど涙
こぼれぬれば……」というふうに，内部に溜めてお
いたものが抑えきれずにぽろりと頬を伝って袖を濡
らす，というのが古い文学の定番「零れもの」であ
る（「帚木」）。単なるドリップではない。英語のドリッ
プコーヒーが「零れコーヒー」にならないのも，日
本語でいうところの「零れ」は容器の存在が前提に
なっていて，その容器がいっぱいにならないと「余
り」が滴ってこないという条件が暗黙のうちにでき
ているからだ。

～中略～
　せっかくの零れものを上手く受け取りたい。上か
らこぼれている間に見逃さずにキャッチすることが
肝心である。そもそも「容器」がいっぱいかどうか
の見極めも，難しいけれど，大事なことだろう。

（『東京ミッドタウンスタイル』掲載エッセイより）

◉キャンベル氏へのインタビュー
　教科書の英文を作成した際に行ったインタビュー
の一部を以下に記す。

◆ 異文化との出会いや外国語を学ぶこと
── 私が日本語と出会ったのは，（この教科書を使
う）みなさんより少し後の 18 歳 19 歳くらいのとき
でした。それは実際に目の前にいる人たちと話をす
る，その人たちから何かインスピレーションを受け
たり，英語だけでは出会えない仲間を増やしていっ
たりして，自分がこれから何者になっていくのかと
いうことを手探りしている時期でした。いろんな意
味でこの人間関係の構築・かたちというのが日本語
というまるっきり異なる海の中に入ることによって，
自分はその（異文化である）こととは関係なく探ろう
としていました。自分はこれから何をしたいのかと
いうことが，色々と学んでいるうちに，「あ，日本語っ
て自分がこれから何をするかということに役立つ」
というか，これから開く扉や窓というものが，選択
肢をすごく豊かにしてくれるということを実感する
瞬間がありました。
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◉著名なアイルランド系アメリカ人
 アイルランド系アメリカ人（Irish American）とは，
アイルランドに出自を持つアメリカ合衆国国民を指
す。約 4,400 万人（アメリカ合衆国の総人口のおよ
そ 13％）のアメリカ人がアイルランド系であるとさ
れている。著名なアイルランド系アメリカ人として，
下記の人物が挙げられる。

◆Mariah Carey（マライア・キャリー）
“7 オクターブの音域を持つ歌姫”のキャッチコピー
で売り出されてから30年以上，第一線で活躍して
いる。クリスマスシーズンに流れる『All I Want 
For Christmas Is You』はあまりにも有名。

◆Tom Cruise（トム・クルーズ）
俳優・映画プロデューサー。1992年の映画『遥か
なる大地へ』では，アイルランドからアメリカに渡
る青年を演じた。ほかの主な主演映画作品は『ラス
ト サムライ』，『ミッション：インポッシブル』シ
リーズなど。

◆ Harrison Ford（ハリソン・フォード）
映画『インディ・ジョーンズ』シリーズでは主役を
演じている。また『スター・ウォーズ』シリーズの
ハン・ソロ役も有名。

◆ Anne Sullivan
 （アン・サリヴァン）
 （1866-1936）
盲・聾・唖の三重の障害
を克服したことで知られ
るヘレン・ケラー（1880-
1968）の家庭教師。

 また，アイルランド系の歴代アメリカ大統領は，
以下のように大勢いる。

歴代 名　　前

5 James Monroe 
［ジェームズ・モンロー］ 

7 Andrew Jackson
［アンドリュー・ジャクソン］

11 James Knox Polk 
［ジェームズ K. ポーク］ 

15 James Buchanan
［ジェームズ・ブキャナン］ 

17 Andrew Johnson 
［アンドリュー・ジョンソン］ 

18 Ulysses Simpson Grant
［ユリシーズ S. グラント］ 

21 Chester Alan Arthur
［チェスター A. アーサー］ 

25 William McKinley
［ウィリアム・マッキンリー］

26 Theodore Roosevelt 
［セオドア・ルーズベルト］ 

28 Thomas Woodrow Wilson
［トーマス・ウッドロー・ウィルソン］

33 Harry S. Truman
［ハリー S. トルーマン］

34 Dwight David Eisenhower
［ドワイト D. アイゼンハワー］

35 John Fitzgerald Kennedy 
［ジョン F. ケネディ］ 

37 Richard Milhous Nixon
［リチャード M. ニクソン］ 

40 Ronald Wilson Reagan
［ロナルド W. レーガン］

42 William Jefferson Clinton
［ウィリアム J. クリントン］

44 Barack Hussein Obama Ⅱ
［バラク H. オバマ 2世］ 

46 Joseph Robinette Biden Jr.
［ジョセフ R. バイデン・ジュニア］

◉キャンベル氏 主な編著書
『井上陽水英訳詞集』（講談社）
『東京百年物語』（岩波文庫）
『ロバート キャンベルの小説家神髄  ─現代作家 6
人との対話─』（NHK出版）
『読むことの力  ─東大駒場連続講義』（講談社）
『海外見聞集』（岩波書店），『漢文小説集』（岩波書店）
『江戸の声  ─黒木文庫でみる音楽と演劇の世界─』
（駒場美術博物館）
『Jブンガク  ─英語で出会い，日本語を味わう名作
50 ─』（東京大学出版会）
『日本古典と感染症』（角川ソフィア文庫）
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